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健やかな成長を祈る　ひな祭り

３月２日に五加保育園で「ひな祭り会」が行なわれまし

た。遊戯室に園児たちが手作りしたひな人形を飾り、「う

れしいひなまつり」をみんなで歌って楽しみました。

北陸新幹線新駅設置インフォメーション

平成29年度施政方針

平成29年度新規・主要事業

平成29年度一般会計当初予算

今月の表紙
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北
陸
新
幹
線
新
駅
設
置
要
望
書

Ｊ
Ｒ
東
日
本
長
野
支
社
へ
提
出

需
要
予
測
結
果
に
基
づ
く
新
駅

の
１
日
当
た
り
の
乗
降
客
数
は
、

約
２
５
０
０
か
ら
２
８
０
０
人

（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
発
表
の
乗
車
人
員

ベ
ー
ス
で
は
半
分
の
約
１
２
５
０

か
ら
１
４
０
０
人
）、
そ
の
う
ち
、

誘
発
考
慮
に
よ
る
生
成
交
通
量

は
１
日
あ
た
り
約
２
０
０
か
ら

３
０
０
人
が
増
加
す
る
と
推
計
さ

れ
ま
し
た
。

乗
降
客
数
が
最
大
に
な
る
の

は
、
最
多
の
停
車
本
数
片
道
25
本

と
な
る
ケ
ー
ス
で
２
８
２
６
人
で

す
。
内
訳
は
、
交
通
手
段
を
高
速

バ
ス
や
乗
用
車
か
ら
新
幹
線
に
替

え
る
人
な
ど
が
１
５
０
人
、
利
用

す
る
駅
を
長
野
駅
、
上
田
駅
か
ら

新
駅
に
替
え
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ

１
７
６
８
人
、３
５
９
人
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
中
央
東
線
の
特
急

あ
ず
さ
な
ど
の
在
来
特
急
を
利

用
し
て
い
た
が
、
新
駅
か
ら
新
幹

線
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
人
は

２
７
２
人
、
誘
発
に
よ
る
新
規
需

要
は
２
７
７
人
と
な
り
ま
し
た
。

①
県
外
来
訪
者
増
加
効
果

新
駅
設
置
に
よ
り
増
加
が
見
込

ま
れ
る
県
外
か
ら
の
来
訪
者
に
つ

い
て
、
県
内
で
の
消
費
増
加
に
よ

る
年
間
の
経
済
波
及
効
果
は
、
1

日
の
停
車
本
数
が
片
道
15
本
の
場

合
に
27
億
円
、
同
25
本
の
場
合
に

38
億
円
に
な
る
と
算
定
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、
年
間
の
税
収
効
果
は
、

停
車
本
数
片
道
15
本
で
6
千
万

円
、
同
25
本
で
9
千
万
円
と
算
定

さ
れ
ま
し
た
。

②
人
口
定
着
効
果

新
駅
設
置
に
よ
り
、
そ
れ
を
契

機
と
し
て
人
口
定
着
が
見
込
ま
れ

ま
す
。平
成
９
年
に
長
野
新
幹
線

が
開
業
し
ま
し
た
が
、
そ
の
前
後

に
あ
た
る
平
成
７
年
と
平
成
12
年

の
新
幹
線
駅
が
設
置
さ
れ
た
長
野

市
、上
田
市
、佐
久
市
の
国
勢
調
査

の
人
口
比
率
を
使
い
、
効
果
を
算

定
し
ま
し
た
。

人
口
増
に
伴
う
県
内
で
の
消
費

増
加
に
よ
る
年
間
の
経
済
波
及
効

果
は
、長
野
市
並
み
で
５
億
２
千
万

円
、佐
久
市
並
み
で
55
億
円
、税
収

効
果
は
、
長
野
市
並
み
で
１
千
万

2 , 5 0 0 ～ 2 , 8 0 0 人

新 駅 利 用 者 数

2 7 億 ～3 8 億 円

＊千曲市新幹線新駅需要予測等調査報告書（概要版）
については、市ホームページでも公開しています。

＊この調査はパシフィックコンサルタンツ株式会社に
委託したものです

経 済 波 及 効 果

＊誘発：千曲エリアが便利になることでの新規訪問や訪問回数の増加分
＊生成交通量：どれだけの交通量があるか

（乗車客数／日）

項目
千曲市

新規需要
（誘発なし）

生成交通量の
増加

千曲市
新規需要

（誘発あり）計
新幹線
長野駅
からの
転換量

新幹線
上田駅
からの
転換量

在来
特急

からの
転換量

高速バス
からの
転換量

乗用車
からの
転換量

目的地
の

変更
停車本数
片道25本 25 84 41 150 1,768 359 272 2,549 277 2,826

停車本数
片道20本 24 81 36 141 1,768 359 272 2,540 235 2,775

停車本数
片道15本 23 77 35 135 1,739 324 272 2,470 203 2,673

経
済
波
及
効
果
の
算
定

新
駅
利
用
者
数
の
予
測

（ 1 日 当 た り の 乗 降 客 数 ）

（ 県 全 体 へ の 1 年 当 た り の 金 額 ）

円
、
佐
久
市
並
み
で
１
億
４
千
万

円
と
算
定
さ
れ
ま
し
た
。

千
曲
市
新
幹
線
新
駅

 
 
 

需
要
予
測
等
調
査
結
果

市
で
は
平
成
27
年
に
実
施
し
た

ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
活
用

し
て
、
国
が
示
し
た
需
要
予
測
方

法
と
整
合
し
た
四
段
階
推
計
法
に

よ
り
、
交
通
工
学
に
基
づ
く
理
論

的
な
推
計
モ
デ
ル
の
構
築
に
よ
る

新
駅
の
利
用
者
推
計
を
行
な
い
、

併
せ
て
経
済
波
及
効
果
の
算
定
を

行
な
い
ま
し
た
。

予
測
時
点
は
平
成
34
年
度
末
の

■問い合わせ先　更埴庁舎・新幹線対策室（内線5321）

新 誘駅 i n f o r m a t i o n

金
沢
駅（
石
川
県
）―
敦
賀
駅（
福

井
県
）間
開
業
時
で
す
。

千
曲
市
の
未
来
と
発
展
に
は
、

千
曲
市
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る「
交

通
の
要
衝
」を
活い

か
す
新
駅
設
置

が
必
要
で
す
。

市
は
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
新
幹
線
新
駅
誘
致
に
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

３
月
14
日
、
北
陸
新
幹
線
新
駅

誘
致
期
成
同
盟
会
長
の
岡
田
市
長

が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
長
野
支
社
の
川

合
支
社
長
に
北
陸
新
幹
線
新
駅
設

置
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

当
日
は
岡
田
市
長
の
ほ
か
、
和

田
市
議
会
議
長
、
原
市
議
会
企
業

等
及
び
新
幹
線
新
駅
誘
致
推
進
特

別
委
員
会
委
員
長
、
滝
沢
千
曲
商

工
会
議
所
会
頭
、
下
﨑
元
県
議
会

議
長
が
同
行
し
ま
し
た
。

岡
田
市
長
は
、「
平
成
10
年
以

降
、
過
去
に
３
回
要
望
活
動
を
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
国
の

需
要
予
測
方
法
と
整
合
し
た
詳
細

な
需
要
予
測
調
査
結
果
が
出
ま
し

た
の
で
、
改
め
て
要
望
書
を
お
持

ち
し
ま
し
た
」と
述
べ
、
需
要
予

測
調
査
結
果
報
告
書
な
ど
と
と
も

に
川
合
支
社
長
に
要
望
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

県 外 か ら の 来 訪 者 の 増 加 に よ る 効 果

5 . 2 億 ～5 5 億 円

新 駅 設 置 を 契 機 と し た 人 口 定 着 効 果

致

項目 インパクト
（効果に与える要因） 経済波及効果 粗付加価値誘発額

（企業の利益相当額） 税収効果

  ①
県外

来訪者
増加
効果

停車本数片道15本 360人 / 日 増 27億円 / 年 16億円 / 年 0.6億円 / 年

停車本数片道20本 420人 / 日 増 32億円 / 年 18億円 / 年 0.7億円 / 年

停車本数片道25本 497人 / 日 増 38億円 / 年 22億円 / 年 0.9億円 / 年

  ②
人口
定着
効果

長野市並み 0.4％人口増
（90世帯増） 5.2億円 / 年 3.3億円 / 年 0.1億円 / 年

上田市並み 1.7％人口増
（380世帯増） 22億円 / 年 14億円 / 年 0.6億円 / 年

佐久市並み 4.2％人口増
（940世帯増） 55億円 / 年 34億円 / 年 1.4億円 / 年

＊県内の社会経済状況は将来に渡って変らないものとして算定

▲ＪＲ東日本長野支社の川合支社長に要望書を手渡す岡田市長

新駅誘致
information

1

新駅誘致
information

2
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①
第
二
次
千
曲
市
総
合
計
画
の
推
進

総
合
計
画
の
前
期
5
年
間
は
、
合

併
の
総
仕
上
げ
期
間
で
あ
る
と
同
時

に
、
新
た
な
千
曲
市
の
幕
開
け
に
向

け
た「
ま
ち
づ
く
り
の
形
」の
創
生
期

間
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
総
合

計
画
に
掲
げ
た
施
策
を
着
実
に
実
行

し
、「
4
つ
の
地
域（
埴
科
・
さ
ら
し

な
・
南
部
・
千
曲
川
）エ
リ
ア
」そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
資
源
を
さ
ら
に
磨
き
上

げ
、
連
携
・
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
躍

動
感
に
溢
れ
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
市
民
皆
さ
ん
と
共
に
進
め
て

い
き
ま
す
。（
10
～
11
ペ
ー
ジ
参
照
）

②
北
陸
新
幹
線
新
駅
誘
致

Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
へ
の
要
望
活
動
を
行
な
う
と

と
も
に
、
県
の
ご
指
導
・
ご
助
言
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
一
つ
の
目
標
で
あ
る

平
成
34
年
度
末
の
敦
賀
駅
開
業
に
合

わ
せ
た
新
駅
設
置
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

③
産
業
の
振
興

屋
代
地
区
の
上
信
越
自
動
車
道
西

側
地
域
の
整
備
計
画
を
推
進
す
る
た

め
、
一
帯
35
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
区
画

整
理
事
業
の
事
業
化
に
向
け
、
平
成

28
年
度
に
引
き
続
き
各
種
調
査
を
実

施
し
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
新
設
に
つ
い
て

も
、
国
の
準
備
段
階
調
査
に
持
ち
込

め
る
よ
う
、
将
来
交
通
量
推
計
や
費

用
便
益
の
分
析
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

4
月
か
ら
新
た
な
観
光
戦
略
を
担

う
一
般
社
団
法
人「
信
州
千
曲
観
光

局
」を
設
立
し
、
地
域
の
観
光
情
報
の

一
元
化
と
情
報
発
信
、市
場
調
査
や
結

果
に
基
づ
く
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

体
験
型
を
含
む
着
地
型
旅
行
商
品
の

造
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
高
齢
者
福
祉
施
策
の
推
進

市
で
は
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
を
設
置
す
る
な
ど
、市
の
実
情

に
即
し
た
認
知
症
総
合
支
援
事
業
に

取
り
組
み
、
早
期
診
断
・
早
期
対
応

に
向
け
た
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑥
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進

千
曲
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
平
成

52
年
の
目
標
人
口
を
5
万
人
と
定
め

て
い
ま
す
が
、目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
同
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
を

2
・
07
人（
平
成
27
年
は
1
・
59
人
）

と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
い

世
代
の
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
の
希
望

を
か
な
え
る
施
策
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

⑦
文
化
財
の
活
用
と
保
護
・
継
承

千
曲
川
左
岸「
さ
ら
し
な
の
里
」一

帯
に
つ
い
て
、
本
年
１
月
末
に
平
成
29

年
度
の「
日
本
遺
産
」の
認
定
申
請
を

行
な
い
ま
し
た
。日
本
遺
産
の
認
定
を

受
け
る
と
、
千
曲
市
の
文
化
遺
産
が

広
く
国
内
外
に
発
信
さ
れ
る
と
と
も

に
、
民
間
も
含
め
た
活
発
な
誘
客
事

業
の
展
開
が
期
待
さ
れ
、
計
り
知
れ

な
い
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

⑧
新
庁
舎
な
ど
の
建
設

本
年
1
月
か
ら
新
更
埴
体
育
館
の

建
設
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。本
年

8
月
頃
に
は
、
現
在
の
更
埴
体
育
館

の
解
体
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。そ

の
後
、
本
年
12
月
頃
か
ら
新
庁
舎
の

建
設
工
事
に
着
手
し
、
立
体
駐
車
場
・

外
構
工
事
を
経
て
、
平
成
31
年
3
月

末
ま
で
に
す
べ
て
の
工
事
を
完
了
さ

せ
る
予
定
で
す
。

⑨
公
共
施
設
の
再
編

将
来
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
な
ど
を

中
心
に
施
設
面
積
総
量
の
13
％
縮
減

と
い
う
数
値
目
標
を
設
定
し
て
い
ま

す
。対
象
と
な
る
１
４
５
の
施
設
に
つ

い
て
、個
別
施
設
ご
と
の
再
編
計
画
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
庁
舎
建
設

に
と
も
な
う
、旧
庁
舎
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
内
部
で
十
分
検
討
し
て
き

ま
し
た
。

更
埴
庁
舎
は
、
耐
用
年
数
も
経
過

し
耐
震
性
も
不
足
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
庁
舎
建
設
後
、
保
健
セ
ン
タ
ー

も
含
め
て
速
や
か
に
解
体
・
取
り
壊

し
ま
す
。戸
倉
庁
舎
は
、
耐
震
性
を
有

す
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
が
進
み
耐

震
性
を
有
し
な
い
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を
移
転
し
ま
す
。上
山

田
庁
舎
は
、
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

更
埴
庁
舎
粟
佐
分
室
の
機
能
を
移
転

し
、移
転
対
象
と
な
っ
た
施
設
を
解
体

し
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
公
共
施
設
の
再

編
計
画
を
進
め
、
方
針
が
ま
と
ま
り

次
第
、
皆
様
の
ご
理
解
を
得
て
公
共

施
設
の
総
量
縮
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑩
市
民
と
と
も
に
歩
む
市
政

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
趣
旨
を
市

民
と
行
政
双
方
に
一
層
浸
透
さ
せ
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
み
の
継
続
・
定
着
を

図
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
は
も
と

よ
り
、
千
曲
市
を
愛
す
る「
千
曲
人
づ

く
り
」に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

～ 平 成 2 9 年 度 施 政 方 針 と 一 般 会 計 予 算 ～

支
え
あ
う
地
域
社
会
の
創
造

今
、
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
は
、
千
曲
市
に

と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
す
。平
成

27
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
本
市
の
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
31
・
４

％
。ま
さ
に
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

超
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
と
い
え
ま

す
。ま

た
、
最
近
で
は
、
子
ど
も
の
6

人
に
1
人
が
貧
困
状
態
に
あ
る
と
さ

れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
や

２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
5
人

に
1
人
が
認
知
症
に
な
る
と
い
う
デ

ー
タ
も
あ
り
、
社
会
福
祉
や
社
会
保

障
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
時
代
が
す

ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

昨
年
1
年
間
の
人
口
異
動
の
状
況

で
は
、
千
曲
市
は
転
入
と
転
出
の
差

を
示
す
人
口
の
社
会
増
減
が
プ
ラ
ス

１
４
３
人
と
県
下
19
市
中
4
番
目
に

高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
こ

と
は
、
一
定
程
度
千
曲
市
の
住
み
や

す
さ
が
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
こ

う
し
た
現
象
が
一
過
性
と
な
ら
な
い

よ
う
、
引
き
続
き
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
施

策
、若
者
の
定
住
化
対
策
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

超
高
齢
社
会
を
乗
り
切
る
た
め
に

は
豊
か
な
財
政
力
が
必
要
で
あ
り
、

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

元
気
な
千
曲
市
産
業
を
創
出
す
る

こ
と
は
、行
政
に
お
け
る
財
政
力
を
高

め
る
と
と
も
に
、
若
者
の
定
住
、
子
ど

も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
の
創
出
、

福
祉
水
準
の
向
上
な
ど
が
市
民
生
活

の
豊
か
さ
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
少

子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
を
支
え
る

う
え
で
、市
政
の
重
要
な
柱
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本
市
で
は
、
長
野
自
動
車
道
と
上

信
越
自
動
車
道
の
結
節
点
に
位
置
し
、

幹
線
道
路
も
集
積
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
人
や
物
の
出
入
口
・
玄
関
」（
ゲ

ー
ト
シ
テ
ィ
）と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
都
市
と
し
て
、こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
計
画
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
人
の
流
れ
を
市
内
全
域

に
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
を

増
や
し
、市
域
全
体
の
活
気
と
賑に

ぎ

わ
い

の
創
出
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

④
新
た
な
観
光
推
進
組
織
に
よ
る
取

組
み

岡
田
市
長
は
、
市
議
会
３
月
定
例
会
の
初
日
に
、
平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
を
力
強
く

述
べ
ま
し
た
。施
政
方
針
は
、こ
の
一
年
間
の
市
政
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う

に
臨
み
、ま
ち
づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
く
の
か
を
示
す
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、発
言
内
容
を
編
集
し
て
紹
介
し
ま
す
。

施
政
方
針

千 曲 市
未 来 のカタチ

千曲市は合併してから 14 年目を迎え、合併の総仕上げとなる各種大型事業が進むのと同時
に、新たな「千曲市の未来のカタチ」をつくる事業も始まろうとしています。

今回の特集では、さらなる発展を目指すための取組みを、岡田市長が述べた施政方針と一般会
計予算に沿って紹介します。

01

活
力
あ
る
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
の
創
造

市
政
経
営
の
重
要
な
視
点

10
の
重
点
施
策
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主 要 事 業

屋代地区土地区画整理事業化調査事業 　
　　　　　　　　　　　　　　5,400万円

屋代地区の上信越自動車道西側地域の整備計画を
推進するため、各種調査を実施します。

新たな企業進出に対する取組み

屋代地区スマートＩＣ整備事業 　900万円

空き家対策推進事業費 　　　　　216万円

行政代執行を含めた危険空家対策を実施するため協
議会を設置し、「空き家等対策計画」を策定します。

危険空家の放置を抑制

千曲市版ＤＭＯ運営交付金事業  3,000万円
千曲市観光協会解散に伴い、4月に発足した「信州
千曲観光局」に運営交付金を交付します。

一般社団法人信州千曲観光局の運営支援

産前産後支援ヘルパー派遣事業　190万円
妊産婦や多胎児を抱え、家事や育児などが困難な
保護者を対象に、市が委託したヘルパー派遣業者
からヘルパーを派遣します。

安心して子育てできる環境づくり

子育て短期支援事業　　　　　  　31万円

子どもの養育が一時的に困難となった保護者を対
象に、児童養護施設などでショートステイやトワ
イライトステイ（夜間養護）を実施します。

仕事と育児の両立を支援

地域で支える「ひとり親家庭」サポート事業
　　　　　　　　　　　　　　　230万円

ひとり親家庭を対象に、地域の人たちと、子どもの
居場所を開設し、学習支援や食事の提供を行ない
ます。

子どもの居場所をつくる

生活困窮家庭学習支援事業　　　219万円

生活困窮世帯の子どもたちを対象に、個別訪問に
よる学習指導や家庭環境全体の整備など課題解決
に向けた取組みを行ないます。

子どもの貧困対策

セカンドブック事業　　　　　　　77万円

本に親しみを持ち、読書する習慣を身につけてもら
うため、小学校入学時に1人に１冊、本を配布します。

本が身近にある環境づくり

業務継続計画（ＢＣＰ）策定事業　500万円

災害時に防災拠点となる市役所機能を維持していく
ため、業務継続計画（ＢＣＰ）の策定に着手します。

緊急時に業務を継続できるように

消費者保護対策事業　  　　　25万円

特殊詐欺を未然に防ぐため、65歳以上の高齢者世
帯などを対象に、従来の電話機から録音機能などの
ある電話機に更新する場合に補助金を交付します。

特殊詐欺被害防止のために

地域おこし協力隊関連事業 　　2,422万円

昨年度は2名の協力隊員を採用。平成29年度は、
新たに7人（5人は観光関係、2人は農業関係）の協
力隊員を採用し、専門的な知識・経験を活

い

かしな
がら地域協力活動を行ないます。

千曲市の魅力を発掘・発信

同居・近居支援事業　　 　　　1,000万円

親世代と子世代の同居・近居を支援するために住
宅の改修・取得費用の一部を補助金として交付し
ます。

三世代で助け合える環境づくり

平成 29 年度の新規事業・主要事業の内容と予算
について紹介します。

新幹線対策事業 　　　　　　　 241万円

新幹線新駅誘致にかかる経費（負担金など）。

将来も安心して住める千曲市へ

合併支援道路千曲線整備事業 
　　　　　　　　　　　　  2億8,500万円
平成16年に着手した合併支援道路千曲線は、現在

平成30年度に全線開通予定

新庁舎等建設事業　　　 　10億7,600万円

昨年度から新更埴体育館の建設工事が始まってい
ます。今年度は、現更埴体育館の解体工事や新庁舎・
立体駐車場などの建設工事が始まります。

平成31年3月完成予定

子 育 て
新 規 事 業

観 光

ま ち

教 育

安 全

02

新

新

新

新

新

新

新

新
新

新
新

新（新規事業は、事業名の前に　 のマークが付いています）

▲上信越自動車道西側地域

▲信州千曲観光局は、市総合観光会
館（上山田温泉）内に開設 ▲昨年度から活躍している2人の地域おこし協力隊員

▲生後７か月の赤ちゃんを対象に絵本
をプレゼントしています（既存事業）

新

▲新庁舎（左）と新更埴体育館（右）の完成予定図
▲残り220m の新設道路工事を進

めています

鋳物師屋方面か
らの新設道路工
事と、内川方面
からの拡幅工事
を進めています。

千 曲 市 未 来 の カ タ チ

デジタル防災行政無線整備事業 1,080万円

平成29年度に実施設計を行ない、順次整備を進め、
災害時などにおける確実な情報伝達手段の確保を
図ります。

災害時における確実な情報伝達手段

新

地 域 お こ し



市報千曲　平成29年4月  　8　　9　  市報千曲　平成29年4月

一 般 会 計
当 初 予 算

歳 入

歳 出

千 曲 市 未 来 の カ タ チ

平成29年度の当初予算が3月17日
に開かれた市議会定例会で可決、成
立しました。
平成29年度の一般会計予算は前年
度 比29億7,000万 円（10.9 ％）の
減で総額243億4,000万円となり
ました。

地方譲与税

0.9％
2億700万円

市税

30.1％
73億1,909万円

各種交付金

4.9％
11億8,610万円地方交付税

27.6％
67億2,000万円

分担金・負担金

1.2％
2億9,188万6千円

国県支出金

14.9％
36億3,850万1千円

繰入金

3.2％
7億7,371万1千円

使用料・手数料

1.0％
2億4,397万円

諸収入

6.2％
15億84万1千円

市債

8.9％
21億7,260万円

その他

1.0％
2億5,130万1千円

地方特例交付金

0.1％
3,500万円

人件費

15.9％
38億7,247万6千円

扶助費

16.0％
38億9,774万4千円

公債費

13.5％
32億9,284万5千円

物件費

14.0％
33億9,864万9千円

補助費等

17.0％
41億3,434万5千円

維持補修費

0.6％
1億5,716万5千円

普通建築事業費

9.9％
23億9,754万5千円

貸付金

3.6％
8億6,455万円

繰出金

8.8％
21億4,431万4千円

その他

0.7％
1億8,036万7千円

■問い合わせ先　
　更埴庁舎・財政課（内線5231）

総額243億4,000万円

平成28年度

3月補正に前倒しした事業

＊国の平成28年度補正予算を活用
して前倒した事業（28億2,700
万円）を含む実質的な予算額は以
下のとおりです。

総額271億6,700万円
前年度比 1億4,300万円減

   0.5％減

予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
将

来
を
見
据
え
た
施
策
へ
の
重
点
投
資

と
財
政
規
律
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
た

う
え
で
、「
第
二
次
千
曲
市
総
合
計

画
」の
初
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら「
第

二
次
千
曲
市
総
合
計
画（
基
本
計
画
）

の
推
進
」、「
千
曲
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
推
進
」、「
持

続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
構
築
の

た
め
の
財
政
規
律
の
堅
持
」の
３
点

を
重
点
項
目
と
し
ま
し
た
。中
で
も

財
政
規
律
の
堅
持
に
つ
い
て
は
事
務

費
・
施
設
維
持
管
理
費
な
ど
を
シ
ー

リ
ン
グ（
予
算
要
求
額
上
限
設
定
）に

よ
っ
て
前
年
度
予
算
額
以
内
に
抑
え

る
な
ど
、
引
き
続
き
健
全
財
政
に
配

慮
し
た
取
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
歳
入
の
ポ
イ
ン
ト

【
市
税
】　
固
定
資
産
税
で
は
地
価
の

下
落
の
影
響
な
ど
か
ら
減
少
を
見
込

み
ま
し
た
が
、
市
民
税（
個
人
・
法

人
）で
は
景
気
が
回
復
基
調
に
あ
る

こ
と
か
ら
増
加
を
見
込
む
な
ど
総
額

で
は
前
年
度
比
４
１
９
１
万
6
千
円

（
0
・
6
％
）増
の
73
億
１
９
０
９
万

円
と
し
ま
し
た
。

【
地
方
交
付
税
】　
地
方
財
政
計
画
に

お
い
て
地
方
交
付
税
の
総
額
が
減
少

し
た
こ
と
や
合
併
算
定
替（
特
例
措

置
）の
段
階
的
縮
減
に
よ
り
、
前
年
度

比
3
億
３
０
０
０
万
円（
4
・
7
％
）

減
の
67
億
２
０
０
０
万
円
と
し
ま
し

た
。

【
繰
入
金
】　
新
庁
舎
等
建
設
事

業
に「
新
庁
舎
建
設
基
金
」
か
ら

1
億
７
０
０
０
万
円
を
、
小
学
校
施

設
整
備
事
業
な
ど
に「
文
教
施
設
整

備
基
金
」か
ら
８
５
０
０
万
円
を
繰

り
入
れ
る
と
と
も
に
、
財
源
調
整
と

し
て「
財
政
調
整
基
金
」か
ら
4
億
円

を
繰
り
入
れ
、総
額
で
は
、前
年
度
比

3
億
７
０
４
８
万
7
千
円（
32
・
4

％
）減
の
7
億
７
３
７
１
万
1
千
円

と
し
ま
し
た
。

【
市
債
】　
合
併
特
例
債
を
新
庁

舎
等
建
設
事
業
の
財
源
と
し
て

6
億
４
４
４
０
万
円
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
代
替

財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債

は
、
前
年
度
比
で
７
５
０
０
万
円

（
8
・
1
％
）
増
の
10
億
５
０
０
万

円
と
し
、
市
債
総
額
で
は
前
年
度
比

16
億
７
１
２
０
万
円（
43
・
5
％
）減

243億4,000万円

273億1,000万円
平成28年度

平成29年度

の
21
億
７
２
６
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

【
譲
与
税
・
交
付
金
】　
地
方
譲
与

税
は
前
年
度
比
５
０
０
万
円（
2
・

4
％
）
減
の
2
億
７
０
０
万
円
と

し
、
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
の
各

種
交
付
金
に
つ
い
て
も
、
前
年
度
比

３
３
３
０
万
円（
2
・
7
％
）
減
の

12
億
２
１
１
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

■
歳
出
の
ポ
イ
ン
ト

【
人
件
費
】　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

６
４
５
６
万
8
千
円（
１
・
7
％
）の

増
と
し
ま
し
た
。

【
物

件

費
】　
選
挙
関
係
経
費

の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

５
６
７
５
万
3
千
円（
１
・
6
％
）の

減
と
し
ま
し
た
。

【
扶
助
費
】　
介
護
・
訓
練
等
給
付

援
護
事
業
費
や
私
立
保
育
所
運

営
委
託
料
の
増
に
よ
り
前
年
度
比

2
億
５
０
９
４
万
2
千
円（
6
・
9

％
）の
増
と
し
ま
し
た
。

【
補
助
費
等
】　
一
部
事
務
組
合
負

担
金
や
下
水
道
事
業
会
計
繰
出

金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

1
億
３
０
４
３
万
4
千
円（
3
・
3

％
）の
増
と
し
ま
し
た
。

【
普
通
建
設
事
業
費
】　
戸
倉
上
山
田

中
学
校
改
築
事
業
や
新
庁
舎
建
設
事

業（
新
更
埴
体
育
館
分
）の
事
業
費
が

平
成
28
年
度
に
前
倒
し
に
な
っ
た
こ

と
や
更
埴
西
中
学
校（
屋
内
運
動
場
）

改
築
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
前
年
度
比
32
億
８
７
０
５
万
8
千

円（
57
・
8
％
）の
減
と
し
ま
し
た
。

【
繰
出
金
】　
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

８
３
４
１
万
2
千
円（
4
・
0
％
）の

増
と
し
ま
し
た
。

■
ま
と
め

平
成
29
年
度
予
算
は
、
地
方
交
付

税
の
合
併
算
定
替（
特
例
措
置
）終
了

に
と
も
な
う
段
階
的
縮
減
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、
一
般
財
源（
市
が
自
由
に

使
え
る
お
金
）の
確
保
が
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
の

よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
長
期
的

な
展
望
に
立
っ
て
積
み
立
て
て
き
た

特
定
目
的
基
金
を
活
用
し
、「
新
庁
舎

等
建
設
事
業
」、「
戸
倉
上
山
田
中
学

校
改
築
事
業
」な
ど
の
大
型
事
業
を

着
実
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
第
4
次
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ

く
行
財
政
改
革
の
実
行
と
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く
公
共

施
設
な
ど
の
縮
減
を
進
め
る
中
で
、

経
費
の
節
減
を
図
り
引
き
続
き
健
全

財
政
の
堅
持
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（実質的な予算額は

271億6,700万円）

○新庁舎建設事業（新更埴体育館分）
18億6,300万円

○戸倉上山田中学校改築事業
6億7,800万円

○五加小学校・更級小学校屋内運動
場大規模改造事業

2億8,600万円

03
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第 二 次
千 曲 市 総 合 計 画

策
定
の
経
緯

平
成
19
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
千
曲
市
総
合
計
画
が
平
成
28
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
昨

年
度
よ
り
、
第
二
次
総
合
計
画
の
策

定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
議
会
か
ら
の
要
望
を
は

じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
市
政

に
識
見
を
持
つ
皆
さ
ん
な
ど
で
構
成

す
る
千
曲
市
総
合
計
画
審
議
会
と
市

が
、
慎
重
に
調
査
・
審
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

こ
の
総
合
計
画
は
、３
月
の
市
議
会

定
例
会
に
上
程
し
、
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

総
合
計
画
の
実
現
の
た
め
に

総
合
計
画
は
、
今
後
10
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
と
な
る
基
本

構
想
と
、
こ
れ
を
具
体
的
に
推
進
し

て
い
く
た
め
の
取
組
み
を
示
し
た
基

本
計
画
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
第
二
次
総
合
計
画
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
と
行
政
が

千
曲
市
の
将
来
像
や
目
標
を
共
有
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
民
の
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
の
計
画
に

基
づ
く
事
業
を
着
実
に
実
行
し
て
い

き
ま
す
。

■問い合わせ先　更埴庁舎・総合政策課（内線5314）

４ 月 か ら ス タ ー ト

目標 人口

本市の人口は、平成 11年の旧市・町の合計
人口 64,766 人をピークとして減少を続けて
おり、平成 38 年には、約 53,000 人になる
と推計されていますが、さまざまな施策を推進
し、人口減少幅をできるだけ小さくします。

平成38年度を目標年度とした、市の新しいまちづくりの指針「第二次千曲市総合計画」が４月から
スタートしました。超高齢社会を迎え、人口減少とともに地域活力の縮小が懸念される中で、千曲
市の特性を最大限に活

い

かし、「史都がにぎわう 信州の交流拠点 千曲」を目指します。

科
し な の

野 の 国  さ ら し な  は に し な

史
し と

都 が に ぎ わ う  信 州 の 交 流 拠 点  千 曲

安 心して子 育てが でき、

のび や かに育ち学 べるまち

千 曲 の 魅 力 で 創 生 す る

賑 わ い と 活 力 あ る ま ち

支 え 合い、誰もが

健 康 で活 躍するまち

災 害に強く、安 全 で

心 穏 や かにくらせるまち

輝 かしい歴 史 文 化 や 美しい

自然を 未 来に継ぐまち

協 働で 創る、市 民 主 体 の

住 み 続けたいまち

＊第二次千曲市総合計画の冊子と概要版を作成中です。でき次第、概要版を全戸に配布します。

６ つ の 基 本 目 標

先人たちが築き、守り、育んで
きた姨捨の棚田、稲荷山の伝統的
建造物群などのふるさとの自慢を
後世へ伝える取組みとともに、交
流人口の増加や移住・定住への足
掛かりとして、活用へつなげる取
組みを進めていきます。

今、市民と行政による協働事業
として、さまざまな活動が形づく
られようとしていることから、浸
透・定着を図りながら、市民主体
のまちづくりを進めるとともに、
公共施設の適正配置や行政の効率
化、財政の健全化に努めます。

健康寿命を延ばし高齢者の社会
参加を高める取組みや、市民の主
体的な健康づくりに対する支援、
医療体制の充実、高齢者、障がい
のある方の生きがい対策の充実な
どを進めていきます。

市の強みである歴史文化や交通
の要衝という特性を活かした都市
基盤整備や産業振興、観光交流、
創業・雇用創出などの施策を明確
に打ち出し、財源涵

かんよう

養や交流人口
増に努めます。

地震や風水害など災害に対する
備えの充実、防災力の向上を第一
に、公園・緑地、上下水道など生
活基盤の整備や交通安全対策の充
実、循環型社会の形成や環境問題
への取組みなどを進めていきま
す。

若い世代の結婚・出産・子育て
の希望をかなえる視点や、学校教
育、生涯学習・スポーツなど、教
育に係る分野においても、人口減
少や地域経済縮小の克服に向けた
視点を踏まえ進めていきます。

基 本 目 標 １ 基 本 目 標 ２ 基 本 目 標 ３

基 本 目 標 ４ 基 本 目 標 ５ 基 本 目 標 ６

将 来 像

計 画 の 構 成

将 来 像

計 画 の 期間

平成
29 年度

基本目標

達成方針

基本施策

施策

事務事業

基本構想

平成
33 年度

平成
34 年度

平成
38 年度・・・・・ ・・・・・

基本構想　計画期間10 年

前期基本計画
計画期間5年

後期基本計画
計画期間5年

実施計画
計画期間5年 毎年度ローリング

基本計画

実施計画

平 成３８年 度

目標 人口

55,000人以上

推 計 人口

約 53,000 人

平成
27 年

平成
32 年

平成
38 年

平成
42 年

平成
47 年

平成
52 年

59,685
57,124

約53,000
51,21748,080

44,978

＊社人研「日本の地域別将来推計人口」より

（人）
【千曲市人口の将来推計】

第二次千曲市総合計画の基本構想及び前期基本計画の本文は、市ホームページでも確認できます。
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早期診断・早期対応に向けた支援

認知症初期集中支援
チームを配置

千曲市立地適正化計画を策定

コンパクトシティ実現に向けて

3
月
31
日
に
千
曲
市
立
地
適
正
化

計
画
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。本
計
画

は
、２
０
４
０
年
ま
で
の
長
い
計
画
と

な
っ
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
、ま
た
、こ
れ
ら
に
起
因
す
る
財

政
の
縮
小
化
を
見
据
え
、
将
来
世
代

に
千
曲
市
の
都
市
的
な
空
間
を
い
か

に
引
き
継
い
で
い
く
か
に
つ
い
て
計

画
し
た
も
の
で
す
。
各
拠
点
を
公
共

交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
な
が

ら
、
生
活
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
計
画
の
公
表
と
同
時
に
、

都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、

工
事
着
手
の
30
日
前
ま
で
に
市
長
へ

の
届
出
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
都
市

計
画
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先　更埴庁舎・都市計画課（内線5622）
■問い合わせ先　
　　　更埴庁舎・更埴地域包括支援センター（内線5521）
　　　戸倉上山田地域包括支援センター（℡026-214-7780）

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
本
人
の
意

思
が
尊
重
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域

の
環
境
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め

に
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

を
配
置
し
ま
し
た
。
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
は
、
認
知
症
の
方
や

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
方
、
そ
の
家
族

に
早
期
に
関
わ
り
、
早
期
診
断
、
早

期
対
応
に
向
け
た
支
援
を
行
な
い
ま

す
。

早
期
診
断
・
早
期
対
応
が
大
切
で
す

認
知
症
の
症
状
が
進
行
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
自
ら
認
知
症
の
相
談

が
で
き
な
か
っ
た
り
、
家
族
が
勧
め

て
も
積
極
的
に
医
師
に
相
談
で
き
な

い
人
を
対
象
に
、
チ
ー
ム
員
が
自
宅

を
訪
問
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
困

り
ご
と
や
心
配
な
こ
と
を
確
認
し
ま

す
。そ

の
う
え
で
、
医
師
の
助
言
も
得

な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合

わ
せ
て
支
援
の
方
向
性
を
検
討
し
、

自
立
し
た
生
活
に
向
け
た
支
援
を
集

中
的
に
行
な
い
ま
す
。

物
忘
れ
が
気
に
な
っ
た
り
、
以
前

と
違
う
様
子
が
見
ら
れ
た
と
き
は
、

ま
ず
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市政トピックス

▲山本副市長に答申書を手渡す都市
計画審議会の滝沢会長（2月15日）

屋代駅にエレベーターと
こ線橋が完成

3月 3日開通　利便性・安全性が向上

し
な
の
鉄
道
屋
代
駅
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
新
し
い
こ
線
橋
が
完
成
し
ま

し
た
。し
な
の
鉄
道
株
式
会
社
が
事

業
主
体
と
な
り
、
平
成
28
年
4
月
か

ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

新
こ
線
橋
は
、
以
前
か
ら
使
用
し
て

い
る
こ
線
橋
よ
り
も
約
80
ｍ
北
側
に

建
て
ら
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
2
箇

所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
事
業

費
は
、約
4
億
８
４
０
０
万
円
で
、し

な
の
鉄
道
が
約
2
億
５
０
０
万
円
、

市
が
約
1
億
２
５
０
０
万
円
を
負
担

し
、そ
の
ほ
か
国
、県
か
ら
の
補
助
金

を
活
用
し
ま
し
た
。

3
月
3
日
の
開
通
式
で
、
岡
田
市

長
は「
高
齢
の
方
や
足
の
不
自
由
な

方
な
ど
を
含
め
多
く
の
方
々
に
千
曲

市
に
来
て
も
ら
う
環
境
が
整
っ
た
こ

と
は
大
変
う
れ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

■問い合わせ先　更埴庁舎・生活安全課（内線5531）
▲改札北側に設置されたエレベーター

と新こ線橋

▲開通式では、関係者約30人が参加。
満照寺保育園の園児も歌を披露し、開
通を祝いました

認 知 症 初 期 集 中 支 援 チーム

医療や介護の専門職により
構成されたチームです。

40歳以上で、在宅で生活をしている人で
①認知症の診断をうけていない人
②医療サービスや介護サービスを利用し

ていない人

対 象

市民と行政による協働のまちづくり

第2期千曲市協働のまちづくり

行動計画（案）への意見募集

第
１
期
千
曲
市
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
行
動
計
画
に
引
き
続
き
、
市
民
と

行
政
が
と
も
に
共
有
し
な
が
ら
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た

め
の「
第
２
期
千
曲
市
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
行
動
計
画（
案
）」が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
閲
覧
場
所　
更
埴
庁
舎
総
合
政
策

課
、
戸
倉
庁
舎
、
上
山
田
庁
舎
の

市
民
窓
口
課

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き

ま
す
。

■
提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る
意

見
用
紙
に
、住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、
意
見
を
記
入
の
う
え
、５
月
２

日（
火
）ま
で
に
閲
覧
場
所
に
持
参

す
る
か
、
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先　更埴庁舎・総合政策課（〒387-8511 千
曲市大字杭瀬下84番地、FAX026-273-8787、電子メール
seisaku@city.chikuma.nagano.jp、内線5312）

動 画

市民の皆さんが、協働事業提
案制度により制作した「あん姫
のうた」のダンスを踊っている
様子を、千曲市公式 YouTube
チャンネルに公開しています。

子どもから大人まで多くの人
がダンスを楽しんでいる様子を
是非ご覧ください。ダンスのお
手本動画もありますので、こち
らもご覧ください。
■問い合わせ先　更埴庁舎・

総合政策課（内線5315）

あ ん 姫 の う た
ダ ン ス 動 画

▲届出が必要な開発行為の例

▲届出が必要な建築等行為の例

3戸の開発行為

3戸の建築行為

2戸の開発行為
（1,300㎡）

1戸の開発行為
（800㎡）

1戸の建築行為
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　千曲市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp　　　　　更埴庁舎　  　026-273-1004
　千曲市役所　℡026-273-1111（代表）　  　　　　　　　　　　　戸倉庁舎　  　026-275-0238
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千曲市スポーツ教室の受講生を募集

千曲市体育協会の会員が丁寧に指導します。初心者も大歓迎です。スポーツでさわやかな汗を流してみませ
んか。
■申込方法　受講料を添えて、申込期限（下表参照）までに更埴体育館か戸倉体育館で申し込んでください。
　先着順です。受講料には、スポーツ傷害保険料が含まれます。
＊シューズ、ラケットなどは各自で用意してください。
＊各教室の日程（予定）は、施設の状況により変更になる場合があります。
■問い合わせ先　スポーツ振興課（戸倉体育館内℡026－276－1731）

教室名 期間・回数 曜日・時間 会　場 対　象 定員 受講料 申込期限

更埴ミニバスケ
ットボール教室

5／13～６／27
（全20回）

○火・木曜日
　　　午後６時～８時
○土曜日

（更埴）
　　　午後１時～３時

（戸倉上山田）
　　　午後５時～８時

東部体育館 小学校2年生～
６年生

60
人

1,500円 4／26
（水）戸倉上山田ミニ

バスケットボー
ル教室

5／13～7／4
（全20回）

更級小学校
体育館

小学校３年生～
６年生

40
人

ジュニアソフト
テニス教室

5／14～11／26
（全17回）

日曜日
午前９時～11時

更埴テニスコ
ート（稲荷山）

小学校4年生～
6年生

30
人 1,500円 ４／26

（水）

更埴ジュニアバ
レーボール教室

５／20～
12／23

（全20回）

土曜日
午後５時30分
～７時30分

更埴体育館
アリーナ

（8／26以降は
東部体育館）

小学校３年生～
６年生

20
人 1,500円 4／26

（水）

更埴陸上教室 ４／24～7／3
（全20回）

月・金曜日
午後６時～７時30分

治田小学校
校庭

小学校３年生～
６年生 ー 1,500円 4／19

（水）
戸倉上山田陸上
教室

４／22～７／1
（全20回）

土・日曜日
午前８時～正午

大西緑地
陸上競技場

小学校３年生～
中学生 ー 1,500円 4／17

（月）

テニス教室 ５／20～７／15
（全８回）

土曜日
午前９時～11時

更埴テニスコ
ート（稲荷山） 小学生～一般 20

人
2,500円

（中学生以下
は1,500円）

5／10
（水）

ソフトバレーボ
ール教室

6／1～8／1
（全9回）

木曜日
午後７時30分
～９時30分

更埴体育館
アリーナ 小学生～一般 ー

2,500円
（中学生以下
は1,500円）

5／24
（水）

少林寺拳法体験
コース

5／2～8／29
（全16回）

火曜日
午後6時30分
～7時30分

戸倉体育館
剣道場 小学生～一般 10

人
2,500円

（中学生以下
は1,500円）

4／19
（水）

初級ソフトテニ
ス教室

５／12～７／14
（全10回）

金曜日
午後７時～９時

更埴テニスコ
ート（稲荷山） 中学生～一般 30

人
2,500円

（中学生は
1,500円）

４／26
（水）

弓道教室 ５／10～９／27
（全20回）

水曜日
午後７時～９時

千曲市弓道場
（稲荷山） 中学生～一般 20

人
2,500円
中学生は
1,500円

4／26
（水）

フィットネス空
手教室

５／10～7／26
（全12回）

水曜日
午前10時

～11時30分
更埴体育館

柔道場 高校生～一般 10
人 2,500円 4／26

（水）

合気道教室 ５／24～７／26
（全10回）

水曜日
午後７時30分
～９時30分

戸倉体育館
柔道場 高校生～一般 10

人 2,500円 ５／17
（水）

卓球教室 ５／9～8／1
（全12回）

火曜日
午後１時30分
～３時30分

更埴体育館
剣道場

一般
（社会人）

30
人 2,500円 4／26

（水）

市民バドミント
ン教室

５／9～6／27
（全8回）

火曜日
午後７時30分
～９時30分

更埴体育館
アリーナ

一般
（社会人）

15
人 2,500円 4／26

（水）

千曲市スポーツ教室の日程（予定）

国
民
年
金
保
険
料
の
改
定

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が

月
額
１
万
６
４
９
０
円
に
改
定

物
価
や
賃
金
の
動
向
な
ど
を
反
映

し
て
、
前
年
度
よ
り
月
額
２
３
０
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
保
険
料
の

改
定
は
、
年
金
を
支
え
る
資
金
と
給

付
額
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め

に
、
毎
年
の
賃
金
や
物
価
の
変
動
を

勘
案
し
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

便
利
で
お
得
！ 

口
座
振
替

口
座
振
替
は
、
現
金
納
付
に
比
べ

て
保
険
料
の
割
引
額
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
29
・
30
年
度
保
険
料

の
２
年
前
納
、
平
成
29
年
度
の
前
期

分（
４
～
９
月
）と
１
年
分
の
前
納

は
、
既
に
申
込
期
日
を
過
ぎ
て
い
ま

す
が
、
後
期
分（
10
月
～
平
成
30
年

３
月
）は
、８
月
中
旬
ま
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
納
付
も
で
き
ま
す
。（
前
納
割
引

額
は
現
金
納
付
と
同
額
）

■
問
い
合
わ
せ
先

○
長
野
南
年
金
事
務
所（
℡
０
２
６

－

２
２
７

－

１
２
８
４
）

○
更
埴
庁
舎
・
市
民
課（
内
線

５
４
３
４・５
４
３
５
）

納入方法
１か月分 ６か月分 １年分

保険料 割引額 保険料 割引額 保険料 割引額
毎月現金納付・翌月末日振
替の口座振替 １万6,490円 － ９万8,940円 － 19万7,880円 －
当月末日振替の口座振替

（早割） １万6,440円 50円 ９万8,640円 　300円 19万7,280円 　600円

６か月前納 口座振替 － － ９万7,820円 1,120円 19万5,640円 2,240円
現金納付 － － ９万8,140円 　800円 19万6,280円 1,600円

１年前納 口座振替 － － － － 19万3,730円 4,150円
現金納付 － － － － 19万4,370円 3,510円

平成29年度 国民年金保険料 納入早見表

地
域
の
清
掃
活
動
に
使
用
す
る
ご
み
袋
が

新
し
く
な
り
ま
す

ご
み
拾
い
な
ど
地
域
の
清
掃
活
動

に
使
う
ご
み
袋
の
デ
ザ
イ
ン
が
平
成

29
年
度
か
ら
新
し
く
な
り
、
名
称
も

「
公
共
ご
み
専
用
袋
」に
変
更
に
な
り

ま
す
。

＊
家
庭
用
ご
み
袋
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。

＊
こ
れ
ま
で
の
旧
指
定
ご
み
袋
と
区

専
用
シ
ー
ル
は
使
い
終
わ
る
ま
で

使
用
で
き
ま
す
。

■
使
用
用
途

主
に
次
の
よ
う
な
活
動
に
使
用
し

ま
す
。

○
地
域
内
の
清
掃
活
動

○
ご
み
収
集
所
内
の
維
持
管
理

○
ご
み
ゼ
ロ
運
動

○
千
曲
川
ク
リ
ー
ン
作
戦　
な
ど

■
使
用
上
の
注
意

○
こ
の
袋
は
地
域
内
の
清
掃
活
動
な

ど
に
使
用
す
る
袋
で
す
。
家
庭
ご

み
や
事
業
所
か
ら
の
ご
み
の
排
出

に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

○「
区
専
用
シ
ー
ル
」を
貼
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

○
袋
の
重
量
は
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満

と
し
て
く
だ
さ
い
。

■
配
布
方
法

　
各
区
・
自
治
会
へ
の
配
布
は
こ
れ

ま
で
と
同
様
、４
月
上
旬
に
行
な

わ
れ
る
環
境
行
政
説
明
会
で
各

区
・
自
治
会
長
に
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
各
庁
舎
で
随
時
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
、
区
の
役
員
の
方（
区

長
、
代
理
区
長
、
環
境
衛
生
部
長

な
ど
）が
必
要
に
応
じ
て
受
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
廃
棄
物
対
策
課（
内

線
５
４
２
２
）

▲平成29年度からの清掃活動用ごみ袋

＊2年前納は口座振替378,320円、現金納付379,560円です。
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期日 時　間 会　場

５
月
16
日（
火
）

9:10～9:20 大田原公民館
9:40～9:50 中原公民館

10:00～10:10 佐野公民館
10:25～10:35 小坂公民館
10:45～10:55 元町公民館
11:05～11:15 稲荷山公民館
11:25～11:30 稲荷山中町ねむのき公園

５
月
19
日（
金
）

9:10～9:20 三本木公民館
9:30～9:40 力石公民館
9:50～10:00 新山記念館
10:10～10:20 漆原集落センター
10:30～10:40 八坂神社
10:50～11:00 城腰公民館
11:10～11:20 市役所上山田庁舎駐車場
11:30～11:40 上山田文化会館駐車場

５
月
23
日（
火
）

9:00～9:10 打沢会館
9:20～9:30 寂蒔公民館駐車場
9:40～9:50 寂蒔 : 上町集会所

10:00～10:10 鋳物師屋公民館
10:25～10:35 屋代公民館
10:45～10:55 屋代第２区聚楽館
11:05～11:15 屋代第５区民館
11:25～11:35 屋代第６区公民館

５
月
26
日（
金
）

9:00～9:10 桜堂公民館
9:20～9:30 杭瀬下公民館
9:40～9:50 文化財センター（旧保健所）

10:00～10:10 新田コミュニティセンター
10:20～10:30 中公民館
10:45～10:55 八幡公民館
11:05～11:15 北堀団地内公園
11:25～11:35 志川コミュニティ会館

５
月
28
日（
日
）

9:00～9:15 更級小学校駐車場
9:30～9:45 五加児童館
9:55～10:10 市役所戸倉庁舎駐車場
10:25～10:40 市役所上山田庁舎駐車場
10:50～11:00 力石公民館
11:10～11:20 農業者トレーニングセンター

期日 時　間 会　場

４
月
18
日（
火
）

9:10～9:20 あんずの里観光会館
9:30～9:40 中村農村センター
9:50～10:00 古屋組生活センター（石杭池）

10:10～10:20 倉科コミュニティセンター
10:30～10:40 生萱公園駐車場
10:50～11:00 土口公民館
11:10～11:20 雨宮会館（旧ＪＡちくま）

４
月
20
日（
木
）

9:00～9:10 小船山公民館
9:20～9:30 五加児童館
9:40～9:50 上徳間公民館

10:00～10:10 柏王公民館
10:20～10:30 戸倉中町公民館
10:40～10:50 福井公民館
11:00～11:10 磯部・福井神社入口
11:20～11:30 戸倉体育館駐車場

５
月
９
日（
火
）

9:10～9:20 御麓集会所
9:30～9:40 羽尾第五区公民館
9:50～10:00 羽尾第四区公民館
10:10～10:20 更級小学校駐車場
10:30～10:40 芝原公民館
10:50～11:00 黒彦公民館
11:10～11:20 若宮公民館
11:30～11:40 市役所戸倉庁舎駐車場

５
月
12
日（
金
）

9:10～9:20 大池公民館
9:35～9:45 姨捨観光会館

9:55～10:05 代公民館
10:15～10:25 八幡上町斉の森神社
10:35～10:45 峯公民館
10:55～11:05 郡公民館

５
月
14
日（
日
）

9:00～9:10 あんずの里観光会館
9:20～9:30 雨宮会館（旧ＪＡちくま）
9:40～9:55 屋代公民館

10:10～10:25 市役所更埴庁舎第１駐車場
10:40～10:55 稲荷山公民館
11:05～11:15 桑原地区農業研修センター
11:25～11:35 八幡公民館

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
に
は
、
飼
い
犬
登
録
と

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。狂
犬
病
は
動

物
の
だ
液
に
多
く
含
ま
れ
、
か
ま
れ

る
こ
と
に
よ
り
人
に
感
染
し
ま
す
。

発
症
し
て
し
ま
う
と
治
ら
な
い
恐
ろ

し
い
感
染
症
で
す
。

近
く
の
動
物
病
院
か
、
狂
犬
病
予

防
注
射
会
場
に
て
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

飼
い
主
や
住
所
の
変
更
、
犬
の
死

亡
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
更
埴
庁

舎
環
境
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
し
く
犬
を
飼
い
始
め
た
人
と
未

登
録
の
人

日
程
表
を
確
認
の
う
え
、
料
金
を

持
参
し
て
登
録
や
注
射
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
料
金　
６
５
０
０
円（
登
録
手
数

料
、
予
防
注
射
料
、
注
射
済
票
交

付
手
数
料
）

＊
動
物
病
院
で
接
種
し
た
場
合
は
、

獣
医
師
が
発
行
す
る「
狂
犬
病
予

防
注
射
済
証
」と
、
交
付
手
数
料

金
５
５
０
円
を
持
参
の
う
え
、
更

埴
庁
舎
環
境
課
で
飼
い
犬
の
登
録

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
犬
を
購

入
し
た
人
は
、
登
録
が
既
に
行
な

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
ペ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
犬
の
登
録
は
生
涯
１
回
な
の

で
、
二
重
に
登
録
し
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
既
に
登
録
し
て
い
る
人

　
「
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
」の
ハ
ガ

キ
を
３
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
し

た
。ハ
ガ
キ
と
料
金
を
持
参
し
て
、

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
料
金　
３
５
０
０
円（
予
防
注
射

料
、注
射
済
票
交
付
手
数
料
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
環

境
課（
内
線
５
４
１
３
）

犬
を
飼
う
際
の
注
意
点

〇
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
を
犬
に
着
け
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
連
絡
先
な
ど
を
記
入

し
た
名
札
を
つ
け
て
お
く

と
、
飼
い
主
が
す
ぐ
に
分
か

り
ま
す
。
犬
が
放
れ
て
し
ま

っ
た
場
合
は
、
交
通
事
故
な

ど
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。

〇
犬
の
ふ
ん
に
よ
る
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
の

際
は
、
袋
を
持
参
し
、
片
づ

け
ま
し
ょ
う
。

狂犬病予防注射の日程

犬
・
猫
の
休
日
譲
渡
会
を

毎
月
１
回
開
催
し
ま
す

長
野
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

新
し
い
飼
い
主
さ
ん
を
探
し
て
い

る
犬
・
猫
の
譲
渡
会
を
毎
月
１
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

飼
育
を
希
望
す
る
人
に
お
譲
り

し
ま
す（
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
を
、

譲
渡
す
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

■
開
催
日　
4
月
9
日
、
5
月
14

日
、6
月
11
日
、7
月
9
日
、8

月
6
日
、
9
月
10
日
、
10
月
15

日
、
11
月
12
日
、
12
月
10
日
、

平
成
30
年
1
月
14
日
、
2
月
18

日
、3
月
11
日

＊
い
ず
れ
も
日
曜
日
の
開
催

■
開
催
時
間　
午
前
10
時
30
分
～

正
午

■
開
催
場
所　
長
野
保
健
福
祉
事

務
所（
長
野
保
健
所
）地
下
犬
舎

■
内
容　
保
護
さ
れ
て
い
る
成

犬
・
猫
の
見
学
、譲
渡

■
参
加
方
法　

○
事
前
の
来
場
申
込
み
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

○
開
催
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
来
場
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
長
野
保
健
福
祉
事
務
所
・
食

品
・
生
活
衛
生
課（
℡
０
２
６

－

２
２
５

－

９
０
６
５
）

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
の
申
請
手
続
き

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
引
き
上

げ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
低
所

得
者
へ
の
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、

本
年
度
も「
臨
時
福
祉
給
付
金
」を
支

給
し
ま
す
。

給
付
金
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ

る
人
に
は
、４
月
24
日（
月
）に
申
請

書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

■
申
請
書
の
受
付
期
間　
４
月
26
日

（
水
）～
７
月
31
日（
月
）

■
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
）

○
基
準
日（
平
成
28
年
１
月
１
日
）

に
、
千
曲
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
人

○
平
成
28
年
度
の
市
県
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
人

○
平
成
28
年
度
の
市
県
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
た
り
、

専
従
者
給
与
の
支
払
い
を
受
け
た

り
し
て
い
な
い
人

＊
生
活
保
護
費
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
額　

　
１
人　
1
万
５
０
０
０
円

■
申
請
上
の
注
意

平
成
28
年
度
に
臨
時
福
祉
給
付
金

を
受
給
し
た
人
で
も
、
そ
の
後
の
修

正
申
告
に
よ
り
本
人
や
扶
養
者
が
課

税
さ
れ
た
り
、
新
た
に
子
や
親
族
の

被
扶
養
者
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、

対
象
者
と
な
り
ま
せ
ん
。

制
度
の
概
要
に
つ
い
て
知
り
た
い

人
は
、厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
、
臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ

ル（
℡
０
５
７
０

－０
３
７

－１
９
２
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
戸
倉
庁
舎
・
福
祉
課（
直
通
℡

０
２
６

－２
１
４

－９
８
２
０
）
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前回はフィルムコミッション（FC）の内部で
の活動を紹介しました。今月は外部での活動
を一部紹介します。

1 月 25・26 日に東京でジャパン・フィル
ムコミッション（JFC）主催の研修とロケ地フ
ェアに参加しました。研修では全国各 FC のロ
ケ事例が紹介され、それぞれで抱えている課
題を討議しました。ロケ地フェアでは映画やド
ラマのポスターを掲示して、映画製作関係者

    フィルムコミッション（ＦＣ）活動 その２

▲ロケ地フェア ▲各ＦＣの課題討議 ▲諏訪圏ＦＣの事例報
告

向けに積極的に PR をしていました。
一方、県内では 2 月 8 日に諏訪で FC 担

当者の会議に参加しました。今年で 10 周年
を迎えた諏訪圏 FC の事例紹介や本年度の各
FC の実績報告をしました。

また、県内外問わず、さまざまな FC 担当者
と意見交換を行ない、FC に必要な知識などを
学ぶことができました。

このように、外部では先駆的な事例を持っ
ている FC の皆さんとのネットワークを構築
して、ロケ誘致の可能性を広げ、内部ではロケ

池
邨 

徹 

隊
員

地に最適の地域探索や撮
影に向けての地域との連
携に関する仕組みづくりを
行ない、千曲市＝撮影地と
して定着できるような取組
みを進めていきます。

平成29年度救命講習会

普通救命講習Ⅲ
小児・乳児・新生児に対する心肺蘇生法や AED の使用方法な
どを学びます。

開催日 場所 時間
5月26日（金） 戸倉上山田消防署 午前9時～正午

平成 29 年度救命講習会を開催

いざという時のために救命講習を受講しましょう。
■日程　下表のとおり　＊開催場所や時間は変更になる場合があります。
■問い合わせ先　千曲坂城消防本部・戸倉上山田消防署（℡026-276-0119）

上級救命講習
心肺蘇生法や AED の使用方法、傷病者管理法、外傷の手当、
搬送法などを学びます。

開催日 場所 時間
7月17日（月・祝） 戸倉上山田消防署 午前8時～午後5時

応急手当普及員講習Ⅰ
救命に必要な知識、実技、指導要領などを学びます。
＊テキスト代は3,672円。３日間の受講が必要です。

開催日 場所 時間
平成30年1月19日（金）・
26日（金）・2月2日（金）

戸倉上山田
消防署

各日午前8時30分～
午後5時30分

普通救命講習ⅠまたはⅡ
成人に対する心肺蘇生法や AED の使用方法など
を学びます。
＊普通救命講習Ⅰ　午前8時30分～11時30分
　普通救命講習Ⅱ　午前8時30分～午後0時30分

開催日 場所
４月22日（土） 更埴消防署
６月23日（金） 坂城消防署
８月5日（土） 更埴消防署
９月９日（土） 坂城消防署

10月10日（火） 戸倉上山田消防署
11月10日（金） 坂城消防署
12月9日（土） 更埴消防署

平成30年
２月14日（水） 戸倉上山田消防署

平成30年
3月10日（土） 更埴消防署

　 下
水
道
へ
の
接
続
は
お
早
め
に

平
成
28
年
度
の
公
共
下
水
道
工
事

は
順
調
に
進
み
、４
月
以
降
、
新
た

に
約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
域
の
皆
さ

ん
が
、
下
水
道
を
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
の
公
共
下
水

道
供
用
面
積
は
約
２
０
３
９
ヘ
ク
タ

①工事店の決定

　市が指定した「下水道排水設
備指定工事店」の中から工事
店を決めます。下水道排水設
備指定工事店は、更埴庁舎上
下水道課または市ホームペ
ージで確認してください。

②設計・見積書をよく確認　
　工事店から出された設計・

見積書の内容をよく確認の
うえ、市に「計画確認申請
書」を提出します。

③工事の開始

　市から「計画確認書」が届い
たら、工事を開始できます。

「計画確認書」は大切に保管
しておいてください。

④工事の完了・使用開始

　工事が終わったら、５日以内
に工事店は市に「工事完了
届」を提出します。市が検査
を行ない、問題がなければ

「検査済証」を交付します。
「公共下水道使用開始届」を市
に提出し、使用を開始してく
ださい。

ー
ル
と
な
り
、
全
体
計
画
の
94 

・
８ 

％
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。公

共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
区

は「
供
用
開
始
区
域
」と
な
り
、
下
水

道
の
接
続
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
下

水
道
法
に
よ
り
、
供
用
開
始
区
域
内

に
あ
る
家
庭
や
事
業
所
は
、３
年
以

内
に
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
左
記
の
手
順
に
よ
り
、

各
家
庭
・
事
業
所
内
に
排
水
管
や

汚
水
ま
す
な
ど
の
排
水
設
備
を
設
置

し
、
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

工
事
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
・
利
子

補
給
制
度
の
活
用
を

■
対
象
者

○
下
水
道
の
供
用
開
始
か
ら
３
年
以

内
に
工
事
を
す
る
人

○
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

■
融
資
あ
っ
せ
ん
の
内
容

〇
１
世
帯　
20
万
～
80
万
円

〇
利
子
補
給　
利
子
の
半
額（
２
％

を
限
度
）を
補
助
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
上
下
水
道
課（
内
線

５
６
３
５
）

下水道への

接続から開始まで

小
規
模
工
事
・
修
繕
受
注
希
望
者
の
登
録
申
請
を
受
付

市
が
発
注
す
る
小
規
模
工
事
・
修

繕
の
受
注
希
望
者
の
登
録
を
受
け
付

け
ま
す
。
指
名
業
者
選
定
の
優
先
的

資
料
と
し
、
市
内
小
規
模
事
業
者
の

受
注
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

■
対
象　
千
曲
市
建
設
工
事
入
札
参

加
資
格
者
名
簿
に
未
登
録
の
人

■
有
効
期
間　
平
成
29
年
６
月
１
日

～
31
年
５
月
31
日（
２
年
間
）

＊
中
途
で
申
請
し
た
場
合
は
、
そ
の

月
の
翌
月
か
ら
平
成
31
年
５
月
31

日
ま
で
で
す
。

＊
既
に
登
録
済
み
の
人
も
、
引
き
続

き
登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
再
申

請
が
必
要
で
す
。

■
対
象
契
約　
予
定
価
格
50
万
円
未

満
の
工
事
・
修
繕
の
う
ち
内
容
が

軽
易
な
も
の

＊
必
ず
登
録
者
に
発
注
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間　
４
月
3
日（
月
）か

ら
随
時
受
付

■
申
請
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
登
録
要
領
、
申
請
書
類
を
取
得

し
、
更
埴
庁
舎
管
財
契
約
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
管

財
契
約
課（
内
線
５
３
５
２
）


